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性差および兄弟の有無が小児発達に及ぼす影響について
鶴崎俊哉1・穐山富太郎1・田原　弘幸1
要　旨　　長崎県内3ケ所の保育園に通園している250名の園児を対象に，発達の指針となる定頸時期，寝
返り開始時期，這い始め時期，捕まり立ち開始時期，人見知り始め時期，話し始め時期，歩行開始時期を調
査し，性差および第工子か否かによって比較検討を行った．
　各項目は，各種文献と比較して，分布のピークが早く，95％通過点は遅くなっていた．
　また，寝返りのピークと捕まり立ちの95％通過点に第1子群が早い傾向，定頸・捕まり立ち・人見知りに
女児が早い傾向が見られた．
　本報告をもって，性別や兄弟の発達に対する影響を断定することはできないが，環境因子が発達に及ぼす
影響についてさらなる研究の必要性が示唆されたと考える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀9：27－29，1995
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1．はじめに
　平成5年度の合計特殊出生率は1．46まで低下しn，わ
が国は，過去に例のない少子化の時代に入っている．乳
幼児にとって，児を取り巻く家族は，最も密接で基礎と
なる社会環境である．この環境が，核家族化や少子化に
よって大きく変化している現在，乳幼児の発達に影響を
与えている可能性が考えられるが，これを運動発達の側
面から検証した研究は見られない．
　そこで今回，兄弟の存在が乳幼児の発達に及ぼす影響
を検証すべく，調査・研究を行ったので報告する．
2．対象と方法
　対象は，長崎県内3カ所の保育園に通園している正常’
発達児250名（男児134名，女児116名）であった。
　方法は，各保育園の調査書より，発達の指針となる項
目の獲得時期を調査した（表）．回答無しおよび明らか
に不適当な回答は無効とした．有効回答を男児群，女児
群および第1子をA群，第2子以後をB群に分け，各項
目の開始時期による度数分布をとり，その累積度数が95
％を越えた時期を95％通過点として比較検討した，
3．結　　果
　定頸時期は，有効回答230（男児124名，女児106名，
A群108名，B群122名）で，度数分布および累積度数は
図工一a，bの通りであった．各群とも3カ月をピーク
とした正規分布をとり，95％通過点は全群とも4カ月で
あった．
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表．調査項目
80
性別，生年月日，
定頸時期，寝返り開始時期，這い始め時期，
捕まり立ち開始時期，人見知り始め時期，
話し始め時期，歩行開始時期，
家族構成（兄弟，祖父母等の同居）
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　寝返りの開始時期は，有効回答226（男児120名，女児
106名，A群106名，B群120名）で，度数分布および累
積度数は図2－a，bの通りであった．分布のピークは，
A群が4ケ月にある他は5ケ月であり，95％通過点はい
ずれも7ケ月であった．
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図3－a．這い始め時期（男女別）
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図3－b．這い始め時期（出生順）
歩行
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図2－b．寝返り開始時期（出生順）
　這い始めの時期は，有効回答93（男児56名、女児37名，
A群44名，B群49名）で，度数分布および累積度数は図
3－a，bの通りであった．分布のピークは全群とも7
ケ月であり，95％通過点は男児およびA群で9ケ月，他
は10ケ月であった．
　捕まり立ちの開始時期は，有効回答161（男児82名，
女児79名，A群78名，B群83名）であった．全群とも分
布のピークが9ケ月，95％通過点が11ケ月であった．
　人見知り開始時期は，有効回答172（男児84名，女児
88名，A群76名，B群96名）であった．全群とも分布の
ピークが7ケ月1，95％通過点が12ケ月であった．
　話し始めの時期は，有効回答169（男児84名，女児76
名，A群79名，B群81名）であった．分布のピークは全
群とも12カ月で，95％通過点は女児が18ケ月，他は24ケ
月であった．
　歩行開始時期は，有効回答195（男児107名，女児86
名，A群96名，B群99名）で，度数分布および累積度数
は図4－a，bの通りであった．分布のピークは全群と
も12ケ月で，95％通過点は女児およびA群で15ケ月，他
は17ケ月であった．
40
30
姦
父20
10
0
〆
／1
／
．．戸
戸ノ
礁
一㊨
789101112131415161718
　　　　生後月齢（ヶ月）
＝薩］
・・嚢
⑩露
20
0
図4－a．歩行開始時期（男女別）
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図4－b．歩行開始時期（出生順）
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性差と兄弟の有無の小児発達への影響
4．考　　察
　結果をみると，ほとんどの項目が文献的なものよりも
ピークが早く，95％通過点が遅くなっていた．性差や兄
弟の有無による差についての文献は見あたらないが，寝
返りのピークと捕まり立ちの95％通過点に第1子群が若
干早い傾向，定頚・捕まり立ち・人見知りに女児が若干
早い傾向がみられた．また，行動の項目が高度化するに
つれ，その度数分布は広がりを見せ，個人差が大きくな
ることを示していた．
　一般に，小児の出生後の発達は感覚運動の経験学習に
よるところが大きく，ここで見られた個人差は児自体の
学習能力の差異のみならず，学習機会の差によるところ
が大きいと考える．小児は，新生児期から環境，ことに
人的環境との間に相互に作用しながら発達していくとさ
れ2），学習機会に与える環境の影響は大きい．
　多くの場合，第1子は母親の育児に対する不慣れと不
安等がある反面，児に対する働きかけが多く，第2子以
下では慣れや年長の児の世話等により働きかけが少なく
なる．また，男の子は男の子らしく，女の子は女の子ら
しくという考え方も未だ存在しており3），これらの因子
が小児への働きかけに差をもたらすことが推測される．
　本報告をもって，性別や兄弟の発達に対する影響を断
定はできないが，母親の働きかけ等の因子を加え，さら
に検討する必要があると考える．
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